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■賛否の分かれた案件

議案 
番号等

議案名

（ 　 ） 内は議案の補足説明です。

創造みら い半田 公明党
志民
ネット

チャレンジ
はんだ

無所属

議決 
結果

渡
邉

　
昭
司

山
本

　
裕
介

芳
金

　
秀
展

鈴
木

　
英
華

田
中

　
嵩
久

澤
田

　
　
勝

鈴
木

　
幸
彦

榊
原

　
瑞
輝

竹
内

　
功
治

　

沢
田

　
　
清

岩
田

　
玲
子

石
川

　
英
之

山
田

　
清
一

坂
井

　
美
穂

麻
生

　
七
海

中
村

　
和
也

小
出

　
義
一

伊
藤

　
正
興

國
弘

　
秀
之

有
留

　
麻
由

新
美

　
保
博

加
藤

　
美
幸

4 6
半田市国民健康保険税条例の一部改正について
(地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険税の課
税限度額を法定限度額と 同額に改めたいと するも の等)

議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

4 7

地方独立行政法人知多半島総合医療機構第１期中期計
画の認可について

（ 設立団体の長が指示し た達成すべき 業務運営に関す
る目標と なる中期目標を 達成するために、地方独立行
政法人が作成した計画の認可を求めるも の）

議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

表の見方: 議は議長（ 採決に加わら ない）、○は賛成の議員、●は反対の議員、退は退席の議員、欠は欠席の議員

反
対
討
論

議
案
第
46
号
・
47
号
に
反
対

     

有
留
麻
由
議
員

　
議
案
第
46
号
の
国
民
健
康
保

険
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

は
、
応
能
負
担
と
は
い
え
物
価

高
騰
が
さ
ら
に
激
し
く
な
る
中
、

働
き
盛
り
の
世
代
に
対
し
こ
れ

以
上
の
負
担
増
は
反
対
で
す
。

議
案
第
47
号
は
４
月
か
ら
の
新

病
院
の
第
1
期
中
期
計
画
は
地

方
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
る
こ

と
で
、
公
の
責
任
が
薄
れ
、
採

算
性
や
効
率
性
が
重
視
さ
れ
心

の
通
う
医
療
が
で
き
る
の
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
反
対
で
す
。

　
調
査
テ
ー
マ

　

「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
体
制
に

つ
い
て
」

　
現
代
社
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
場
所
や
、
自
分
が
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
機
会
が
減
少
し
、

孤
独
感
や
孤
立
感
を
抱
き
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
の

支
援
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
半
田
市
の

子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
を
訪
問
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
支
援
を
行
う
組
織
同

士
の
連
携
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
支
援
す

る
側
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
中
高
校
生
が
利
用
で
き
る
場
所
が
少

な
い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
教
大
学
准
教
授
の

青
山
氏
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
受
講

し
、
子
ど
も
た
ち
が「
居
た
い
・
行
き
た
い
・

や
っ
て
み
た
い
」と
感
じ
ら
れ
る
居
場
所
を

作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
自
然
と
集
ま
り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力

的
な
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
た
め
、「
Ｃ
Ｈ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
ら
ん
ど
チ
ノ
チ
ノ
」「
ゆ
う
杉
並
」「
Ａ

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ 
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」「
渋
谷
区

子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
」「
ア
ダ
チ
ベ
ー
ス
」を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
進
的
な
取
組

み
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
関
わ

る
施
設
づ
く
り
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
、

学
習
支
援
の
重
要
性
な
ど
、
多
く
の
示
唆

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
当
委

員
会
は
半
田
市
に
対
し
、
以
下
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

一
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
企
画
・
運
営
に
関

わ
る
居
場
所
を
整
備
し
、
意
見
聴
取
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
。

一
、
専
門
性
を
持
つ
人
材
を
配
置
し
、
効
果

的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。 

一
、
公
共
施
設
の
活
用
、ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
整
備

を
行
う
こ
と
。

一
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
、
情
報
ア
ク
セ
ス
を

容
易
に
す
る
こ
と
。

一
、
中
学
校
卒
業
後
も
支
援
が
途
切
れ
な
い

仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
。

一
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
協
議
会

な
ど
を
設
立
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
な
が

ら
、
居
場
所
の
質
と
量
を
継
続
的
に
向

上
さ
せ
る
こ
と
。

　
結
び
に
、
子
ど
も
の
意
見
を
丁
寧
に
聞

き
取
り
、一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
居
心
地
の

良
い
居
場
所
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
適
切
な
支

援
が
届
く
よ
う
、
多
様
な
居
場
所
の
設
置

と
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
の
構
築
に
取

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

（ 要旨）

文

教

厚

生

委

員

会

活

動

報

告


